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府
北
部
５
市
２
町
で
「
海
フ
ェ
ス
タ
京
都
」
開
催

「
海
の
京
都
」
構
想
が
大
き
く
前
進

観光

日
～
８
月
３
日
、
舞
鶴
市
を
メ
ー

ン
会
場
と
し
、
府
北
部
５
市
２
町

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

24
日
に
開
催
の
記
念
式
典
に

は
、秋
篠
宮
ご
夫
妻
が
出
席
さ
れ
、

秋
篠
宮
さ
ま
は
、「
魅
力
の
あ
る

観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
む
北
部

地
域
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
意
義

が
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
、

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
仏
舞
」

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
フ
ェ
ス
タ
は
３
日
ま
で
の
期

間
中
、
海
と
の
つ
な
が
り
を
歴
史

で
た
ど
る
「
海
の
総
合
展
」
や
北

前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
海

に
関
連
し
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が

『第３回夏休みジオパーク「大地は器」
で遊ぼう』で遊漁船から景色を眺め
る参加者

舞
鶴
市
を
は
じ
め
と
す
る
各
市
町

で
実
施
。
市
内
で
は
関
連
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
遊
漁
船
「
と
び
丸
タ

ク
シ
ー
」
乗
船
体
験
を
メ
ー
ン
に

自
然
を
体
感
す
る
イ
ベ
ン
ト
『
第

３
回
夏
休
み
ジ
オ
パ
ー
ク
「
大
地

は
器
」
で
遊
ぼ
う
』（
14
㌻
関
連
）

や
「
一
日
漁
師
体
験
」
な
ど
が
行

わ
れ
、
府
北
部
以
外
か
ら
も
大
勢

の
方
が
訪
れ
、
海
の
魅
力
や
歴
史

な
ど
に
触
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
海
フ
ェ
ス
タ
京

都
を
「
北
近
畿
発
展
へ
の
大
き
な

跳
躍
と
し
、
地
域
の
再
生
と
創
造

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
展
開

を
協
力
・
協
働
の
も
と
で
取
り
組

安全安心
防災、産業・観光振興など広く連携

尼崎市と災害時相互協力、産業交流を確認

締結式で握手
を交わす中山
市長（右）と
稲村市長（京
丹後市役所
で）

　市と兵庫県尼崎市は７月16日、京丹後市役所峰山庁
舎で、大規模な災害が発生した場合、生活に必要な物資
や資機材などを提供し合う「災害時相互応援に関する協
定」の締結、産業や観光振興などの分野で連携を図るた
め「産業交流等の推進に関する確認書」を取り交わしま
した。
　締結式には、中山市長と稲村和美尼崎市長が出席し、
それぞれの書面に署名を行いました。稲村市長は、「防
災面をはじめ、産業や観光などを通じて協力関係を築い
ていきたい」とあいさつ。ボートピアの建設計画につい
て記者からの質問に対しては、「９月上旬に着工、12月
中旬に完成予定」と述べました。
　市では、市内で尼崎市による小規模場外ボートレース
券発売所「ミニボートピア京丹後」の開設計画があるこ

とを機に同協定を締結。また、これに合わせ、さまざま
な分野で交流を図っていくこととしました。
　今後は、産業振興面で企業誘致に関する情報交換・
取組推進や尼崎市で開催される催事への参加などを進め
ていきます。

　
海
の
京
都
エ
リ
ア
の
豊
富
な
食

文
化
や
地
域
の
魅
力
を
広
く
全
国

へ
発
信
す
る
と
と
も
に
豊
か
な
海

の
恩
恵
に
感
謝
し
、
海
洋
環
境
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

「
海
フ
ェ
ス
タ
京
都
」
が
７
月
19

ん
で
い
く
」
と
５
市
２
町
の
首
長

が
、
共
同
宣
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
府
内
で
は
初
め
て
と
な
る
フ
ェ

ス
タ
開
催
に
よ
り
、
７
月
20
日
の

舞
鶴
若
狭
自
動
車
全
線
開
通
と

あ
わ
せ
「
海
の
京
都
」
構
想
推

進
へ
の
大
き
な
助
力
と
な
り
ま
し

た
。

　

市
で
は
、「
海
の
京
都
」
の
事

業
と
連
携
し
、
久
美
浜
湾
を
中
心

と
す
る
資
源
（
施
設
や
景
勝
地
な

ど
）
の
有
効
活
用
に
よ
る
滞
在
型

観
光
の
推
進
や
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ

全
国
大
会
の
誘
致
に
向
け
、「
み

な
と
オ
ア
シ
ス
」（
国
土
交
通
省

が
認
定
）
へ
の
登
録
を
進
め
８
月

３
日
、
久
美
浜
町
の
浜
公
園
で
認

定
証
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
交

観光

港
湾
を
生
か
し
観
光
振
興
を
推
進

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
京
た
ん
ご
」誕
生

流
の
機
会
や
地
域
の
賑
わ
い
づ
く

り
に
弾
み
が
付
き
ま
し
た
。同日開催の市ドラゴンカヌー選手

権大会優勝クルーとともに、登録
を祝い記念撮影（浜公園で）

文化

丹
後
・
東
海
地
方
の
文
化
、
方
言
等
の
調
査
を
実
施

「
丹
後
こ
と
ば
」と「
尾
張
・
名
古
屋
こ
と
ば
」の
共
通
性
を
探
る

　
市
で
は
、日
常
会
話
の
言
葉（
通

称
・
丹
後
弁
）
が
名
古
屋
地
方
の

言
葉
（
尾
張
弁
）
と
共
通
す
る
も

の
が
多
数
あ
る
と
し
て
、
丹
後
と

東
海
地
方
の
文
化
・
方
言
等
関
係

調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
と
京
都

縦
貫
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
、

丹
後
と
東
海
を
結
ぶ
交
通
ア
ク
セ

ス
が
飛
躍
的
に
向
上
。
今
後
、
こ

の
機
会
を
と
ら
え
て
、
交
流
が
盛

ん
に
な
る
こ
と
を
願
い
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　
今
後
、
12
月
に
か
け
て
現
地
調

ど
え
り
ゃ
ー
／
う
で
る
／
こ
そ
ば
い
い　
ル
ー
ツ
は
？

査
を
行
い
、
来
年
３
月
に
は
報
告

書
を
作
成
し
ま
す
。

※
本
調
査
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県

教
育
委
員
会
お
よ
び
愛
知
県
の
協

力
を
得
て
進
め
る
も
の
で
、
８
月

４
日
、愛
知
県
庁
で
記
者
会
見（
＝

写
真
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
見
に
は
、
愛
知
県
側
か
ら
大

村
秀
章
知
事
、野
村
道
朗
教
育
長
、

山
本
雅
夫
文
化
財
保
護
室
長
、
本

市
か
ら
中
山
市
長
、米
田
教
育
長
、

糸
井
通
浩
龍
谷
大
学
名
誉
教
授

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
村
知
事
は
、
会
見

で
「
今
回
の
調
査
を
通

じ
て
、
両
地
域
の
交
流

いごく
うみゃあ
うでる
えりゃー
おみゃあ
かんかん
こそばいい
こく
どえりゃー
どべ
ほうか
まんだ
ようけ
わや

丹後ことばと尾張ことば
に共通する主な言葉の例

うごく
うまい
ゆでる
疲れた
お前
いろんな缶
くすぐったい
（うそなどを）言う
すごい
最下位
そうか
まだ
たくさん
めちゃくちゃ

言葉 意味

記者会見で、調査実施の経過を説明する中山市長（中央）
写真左から、糸井教授、米田市教育長、大村知事、野村
教育長（愛知県庁で）

の
促
進
に
つ
な
げ
た
い
」
と
調
査

へ
の
期
待
を
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
会
見
の
様
子
は
、
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
り
、
翌
日
の
愛
知
県
内
の
新
聞

記
事
に
も
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
り

す
る
な
ど
、
多
く
の
反
響
を
呼
ん

で
い
ま
す
。

調
査
は
メ
デ
ィ
ア
も
注
目

愛知県

京丹後市

名古屋市

Ｎ
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企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
国
が
支
援
し
て
い

く
こ
と
を
説
明
。
ま
た
、
資
金
繰

り
や
販
路
開
拓
な
ど
の
相
談
に
対

し
て
、
総
合
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
た
り
適
切
な
機
関
に
つ
な
い
だ

り
し
て
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
課
題
解
決
を
図
る
「
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
」
の
設
置
な
ど
、
今
後

の
政
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま

し
た
。

「
京
丹
後
経
済
成
長
戦
略
新
懇
話
会
（
第
６
弾
）」
を
開
催

片
瀬
裕
文
・
経
済
産
業
省 

産
業
技
術
環
境
局
長
が
来
丹

商工業
　
京
都
北
部
・
北
近
畿
の
経
済
活

性
化
を
京
丹
後
か
ら
考
え
る
「
京

丹
後
経
済
成
長
戦
略
新
懇
話
会
」

が
７
月
18
日
、
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
吉

翠
苑
で
開
催
さ
れ
、
府
北
部
地
域

の
事
業
者
や
市
民
ら
90
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
我
が
国
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
」。
講
師
を
務

め
た
経
済
産
業
省
の
片
瀬
裕
文
産

業
技
術
環
境
局
長
は
、
将
来
を
見

据
え
た
う
え
で
の
国
内
企
業
の
課

題
と
し
て
、
中
長
期
的
な
研
究
投

資
の
減
少
／
外
部
の
技
術
を
取
り

入
れ
る
企
業
は
限
定
的
／
新
技
術

の
事
業
化
に
消
極
的
／
革
新
的
技

術
の
創
出
力
の
低
下
／
人
材
基
盤

の
弱
体
化
な
ど
の
課
題
を
挙
げ
、

公
的
研
究
機
関
な
ど
が
「
橋
渡
し

役
」
と
な
り
、
企
業
の
革
新
的
技

術
を
、
迅
速
に
商
品
化
・
事
業
化

に
繋
ぐ
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
重
要

と
説
明
し
ま
し
た
。そ
の
う
え
で
、

「
国
の
技
術
政
策
が
産
業
競
争
力

を
決
め
る
重
要
な
鍵
と
な
る
」
と

述
べ
、
世
界
で
は
、
国
が
そ
の
役

割
を
い
か
に
果
た
す
か
競
い
合
っ

て
い
る
状
況
と
話
し
ま
し
た
。

講演を行う片瀬裕文さん

　

経
済
産
業
省
の
北
川
慎
介
中

小
企
業
庁
長
官
を
講
師
に
迎
え
、

地元関係者らに見送られて出発するデマンドバス

安全安心

米
軍
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
に
伴
い

２
回
目
の
環
境
影
響
調
査

　
防
衛
省
は
、
レ
ー
ダ
ー
の
環
境

へ
の
影
響
を
調
査
（
今
年
３
月
に

続
き
２
回
目
）
す
る
た
め
、
７
月

28
日
、
経
ヶ
岬
分
屯
基
地
周
辺
で

電
波
（
電
磁
界
強
度
）
と
水
質
に

関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
電
波
調
査
は
、
配
備
予
定
地
の

正
面
に
当
た
る
沖
合
２
０
０
㍍
の

船
上
と
基
地
に
隣
接
す
る
袖
志
と

尾
和
の
２
地
区
で
実
施
。水
質
は
、

袖
志
と
尾
和
の
２
地
区
３
カ
所
の

海
水
を
採
取
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま

す
。

電波を測定する関係者

　
市
で
は
、
公
共
交
通
の
空
白
地

を
解
消
し
、
通
院
や
買
い
物
が
困

難
な
方
な
ど
の
交
通
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
新
た
に
丹
後
町
内
で

２
路
線
（
豊
栄
竹
野
線
、
宇
川

線
）
で
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
運
行
業
務
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
気

張
る
！
ふ
る
さ
と
丹
後
町
」（
村

上
正
宏
理
事
長
）
が
行
い
、
地
元

の
運
転
手
10
人
が
交
代
で
運
行
。

事
前
の
予
約
に
基
づ
い
て
必
要
区

間
を
不
定
期
で
走
る
デ
マ
ン
ド
バ

ス
（
10
人
乗
り
）
で
、
運
賃
は
上

限
２
０
０
円
で
す
。

　
運
行
初
日
の
７
月
14
日
、
丹
後

庁
舎
で
出
発
式
が
行
わ
れ
、
地
元

区
長
や
市
議
会
議
員
な
ど
が
参
列

し
ま
し
た
。

　
出
発
式
で
村
上
理
事
長
は
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応

え
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、

式
に
は
、
丹
後
こ
ど
も
園
の
５
歳

児
30
人
が
駆
け
付
け
、
元
気
に
ダ

ン
ス
を
披
露
し
、
運
行
開
始
を
祝

い
ま
し
た
。

　
式
典
後
、
約
60
人
の
関
係
者
ら

に
見
送
ら
れ
、
初
運
行
と
な
る
バ

丹
後
町
内
の
公
共
交
通
空
白
地
を
解
消

新
た
に
２
路
線
で
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
開
始

交通

ス
が
出
発
し
ま
し
た
。

豊
栄
竹
野
線

　
　
火
・
木
・
土
曜　
運
行

宇
川
線

　
　
月
・
水
・
金
曜　
運
行

　
時
間
は
い
ず
れ
も
、

　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
利
用
日
前
日
の
午
後
５
時
ま
で

　
に
予
約
（
０
９
０
―
７
８
８
９

　
―
０
９
０
０
）
が
必
要

※
２
路
線
以
外
の
利
用
は
、
乗
り

　
継
ぎ
で
別
料
金
が
必
要

　温室効果ガスの排出抑制、自然エネルギーと社会・産業
基盤の好循環を形成し、災害に強い、持続可能なまちづく
りを推進するため整備した大規模太陽光発電所「市民太陽
光発電所網野サイト」（網野町網野）の開所式が７月28日、
同サイトで行われました。
　開所式には、関係者ら約 40人が出席。中山市長が謝辞
を述べたほか、来賓によるメッセージ、発電表示板の点灯
や多数の応募から選定された愛称の発表が行われました。
また、開所を祝い、網野みなみ保育所の園児が踊りを披露
しました。
　同サイトは、丹後織物工業組合加工場の跡地に建設され、
１万３５００平方㍍の敷地に、太陽光パネル２６２４枚を
設置。出力規模６５６㌔ワットで一般家庭約１８０世帯分
の年間電力消費量に相当する発電能力を備えています。４
月に稼働した「大宮サイト」に合わせると、出力規模は約

環境
一般家庭１８０世帯分の電力消費量に相当

「市民太陽光発電所網野サイト」稼働

1000㌔ワットのメガソーラーとなります。
　再生可能エネルギーは、地域と人の「元気力」を育
む資源であり、本市の未来形成に大きな役割を担うも
のとして、エネルギー自給や環境保全など、地域社会
のさまざま価値観との調和の中で進めていきます。

２
６
２
４
枚
の
パ
ネ
ル
が
並
ぶ

網
野
サ
イ
ト

　京都縦貫自動車道の全線開通など、北近畿をめぐるイ
ンフラが飛躍的に向上しつつある状況を最大限に活かす
ため、丹後地域内外や府南北、さらには府域を越えて若手・
気鋭の企業家が集い、プレゼン大会などにより相互の交
流、連携を推進し、事業拡大・創造につなげていただく「京
都縦貫街道・企業交流チャレンジアソシエーション〈創設
大会〉in京丹後」を８月７日、プラザホテル吉翠苑で開
催しました。
　経済産業省の北川慎介中小企業庁長官をアドバイザー
に招き、６人の企業家（京丹後市、与謝野町、福知山市、
京都市、大阪市）が自社の強みや弱み、課題を発表する
などし、広域・異業種間の連携・交流を図りました。
　北川長官には、引き続きアドバイザーとして就任いただ
くこととなり、大会は今後、定期開催を予定しています。

北川中小企業庁長官をアドバイザーに招き
　若手企業家が自社の強みをプレゼン

　－北近畿新時代－
　 京都縦貫街道・企業交流チャレンジアソシエーションを創設

「
京
丹
後
経
済
成
長
戦
略
新
懇
話
会
（
第
７
弾
）」
を
開
催

北
川
慎
介
・
中
小
企
業
庁
長
官
が
来
丹

商工業

「
京
丹
後
新
経
済
成
長
戦
略
新
懇

話
会
」
が
８
月
７
日
、
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
吉
翠
苑
で
開
催
さ
れ
、
市
民

ら
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は「
今
後
の
中
小
企
業・

小
規
模
事
業
者
政
策
」。
北
川
長

官
は
、
地
域
の
雇
用
や
活
力
の
維

持
・
向
上
の
た
め
、
小
規
模
事
業

者
に
光
を
当
て
た
施
策
の
再
構
築

と
、
新
し
い
も
の
づ
く
り
や
サ
ー

ビ
ス
、
海
外
展
開
を
考
え
る
中
小

◀木を素材に使ったブ
ロックについてＰＲす
る下谷拓也さん（株式
会社ネクストクラブ代
表取締役）

◀ブルーベリーの栽培
について話す野村加奈
子さん（ファームガー
デン空詩土代表）

▲各企業家のプレゼ
ン後、アドバイスを
行う北川長官

市民太陽光発電所　愛称決定！！
　「お陽さまステーション」

〈 経済産業省高官が京丹後の産業支援に向け相次ぎ来丹 〉

講演を行う北川慎介さん

〈 経済産業省高官と京丹後で懇話会 〉

〈京丹後で創設大会〉



ケーブルテレビ加入申し込み
全関西ケーブルテレビジョン
0120 -968138

受付時間：９時 30分～ 17時 30分 
月～金曜日受付

（祝日・年末年始 12月 29日～１月３日を除く）

京丹後市
広報ガイド

　市では、市内外の皆さんに、市政や観光情報、地域の話題などをお届
けするため、「広報きょうたんご」をはじめ、インターネットやケーブルテレビ、
ラジオなどの媒体を使い、それぞれの特徴を生かした広報を行っています。
　今回は、市のあらゆる広報手段について、その魅力や利用方法などを紹
介します。

　市では、コミュニティ FMラジオ放送（ＦＭたんご）を活用して、市政
情報を発信しています。パーソナリティの宮川優さんがくらしの情報など
を紹介する「市からのお知らせ」は毎週月～金曜日、朝８時頃と夕方 17
時頃の２回。また、市職員が出演し、パーソナリティとの掛け合いにより、
イベントや事業内容を紹介する「情報ＢＯＸ」は毎週月曜日、８時から９
時の間に放送しています。
　地域の情報が満載のＦＭたんご。周波数は 794 です！ぜひお聞きくだ
さい。

　京丹後市誕生と共に産声を上げた「広報きょうたんご」も今年で10周年。
市政について分かりやすくお伝えすることはもとより、“人”を中心とする
地域の魅力に光を当てて、「行政と市民の皆さん」「人と人」との架け橋と
なれるよう、さまざまなコーナーを企画しお届けしています。また、「広報
きょうたんごおしらせ版」では、国や府、地域団体が行う事業についても
幅広く掲載しています。秘書広報広聴課では、さらに広報の充実を図るため、
市民の皆さんから、広報紙に対する感想や意見のほか、「きれいな花が咲い
ている」「こんなすごい人がいる」など、身近な話題も随時募集しています。

　インターネットの動画配信サイトYouTube（ユーチューブ）に開設した京丹
後市公式チャンネルでは、京丹後市の魅力を市内外に広く発信するため、イ
ベントや美しい自然の様子を短い動画に編集して配信しています。また、「広
報きょうたんご」のまちわだいコーナーにあるＱＲコードを読み取ることで、
その記事の動画が視聴できます。
　登録は不要です。サイト内でチャンネル名を検索してください。

　市の魅力発信、観光ＰＲをさらに図るため、市内各地で行われるイベント
や各種行事の様子を撮影し、インターネットで生放送の動画配信を行ってい
ます。視聴者の皆さんに、生放送ならではの臨場感を伝えるとともに、寄せ
られたコメントを参考に、地域振興のアイデアにも活用します。
　京丹後市チャンネルをご利用いただくには会員登録が必要です。一般会員
（無料）にご登録いただきお楽しみください。　今後の放送予定：８月29～
31日「丹後半島ラリー2014」、10月19日「大相撲京丹後場所」ほか

　フェイスブックはインターネットを利用したソーシャルネットワーキングサービス
（SNS）※の一つで、世界中の方が利用しています。ネット接続が可能なパソコ
ンやスマートフォンがあれば誰でも利用でき、リアルタイムで双方向のやり取りが
可能です。市では、平成 24 年８月に公式ページを開設。市政や災害情報、地
域の話題、観光情報などを写真付きで紹介しています。質問や意見などがあれ
ば記事に対してコメントすることもできます。まずは登録して、京丹後市のページ
に「いいね！」してください！

　フェイスブックは“回覧板”のようなものだと思っています。
仕組みさえ分かっていれば、情報の発信や共有が誰でも簡
単にできます。
　私はこれまで、文化の仕掛人として、インターネットに馴
染みのない方も不安なく利用できるよう、フェイスブックやイ
ンターネットの入門講座を開催してきました。今後も予定して
いますのでぜひご参加ください！

　京丹後市ホームページでは、市の最新情報をはじめ、観光情報、企業向
け情報など、京丹後市に関するさまざまな情報を発信しています。
　市の概要はもちろん、市の計画、施策や子育て、就学、福祉などに関する
ことや、戸籍をはじめ、各種申請に必要な申請書ダウンロードサービスも行っ
ています。また、市内の海岸をリアルタイムでご覧いただけるライブカメラな
ど充実した内容でお届けしています。

京丹後市の、ありとあらゆる
情報を網羅 !!

※インターネット上の交流を通して社会的ネットワーク（ソーシャル・ネットワーク）を構築す
るサービスのこと

文化の仕掛人
丸山　桂 さん

　今年度で開局５周年を迎えるケーブルテレビ（ACTV 京丹後局）。地域の
イベントや祭り、学校行事、市政情報などを30 分にまとめた「週間！ニュー
ス」をはじめ、「京丹後」百寿人生のレシピの調理方法を紹介する料理番組や、
市内の文化財をシリーズで紹介する「ふるさと文化財めぐり」など、魅力的な
番組が盛りだくさんです。
　また、今年６月からは、ハイビジョン放送に移行し、高画質で美しい映像
がお楽しみいただけます。市民の皆さんが主役の11チャンネル。市民カメラ
マン・レポーターの方も活躍中です！番組表は広報きょうたんごおしらせ版に
毎月掲載しています。ぜひご覧ください。

YouTube　京丹後市公式動画チャンネル
http://www.youtube.com/kyotangocity

コミュニティFMラジオ放送（ＦＭたんご）

「広報きょうたんご」・「広報きょうたんごおしらせ版」

ニコニコチャンネル　京丹後市チャンネル
http://ch.nicovideo.jp/kyotango

facebook　京丹後市公式 facebook
https://www.facebook.com/kyotango

利用者の声

京丹後市公式ホームページ
http://www.city.kyotango.lg.jp/

ケーブルテレビ（11チャンネル）

広報きょうたんご 広報きょうたんごおしらせ版

2014.097 62014.09



京丹後市徘徊SOSネットワーク
↓（地域ごとのネットワーク）

峰山町 SOSネット
大宮町 SOSネット
網野町 SOSネット
丹後町 SOSネット
弥栄町 SOSネット
久美浜町 SOSネット

　
認
知
症
は
単
な
る
物
忘
れ
と
は

違
い
、
何
ら
か
の
要
因
で
脳
の
細

胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き

が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
認
知
機
能

が
低
下
し
、
日
常
生
活
や
人
間
関

係
に
支
障
が
出
て
い
る
状
態
（
お

よ
そ
６
カ
月
以
上
継
続
）
を
指
し

ま
す
。

　
認
知
症
の
症
状
に
は
、
物
忘
れ

を
は
じ
め
と
す
る
記
憶
障
害
、
時

間
や
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
る
見

当
識
障
害
、
理
解
力
や
判
断
力
の

障
害
、
物
事
を
計
画
し
た
り
実
行

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
実
行
機

能
障
害
な
ど
の
中
核
症
状
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
中
核
症
状
を
背
景
と

し
て
、
本
人
の
性
格
や
素
質
、
人

間
関
係
、
介
護
の
影
響
に
よ
り
暴

力
、
徘
徊
な
ど
の
生
活
上
の
困
難

な
出
来
事
が
起
き
て
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
治
ら
な
い
病
気
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
適

切
な
ケ
ア
と
医
療
が
あ
れ
ば
、
安

認
知
症
と
と
も
に
歩
む

65
歳
以
上
の
４
人
に
一
人
が
、認
知
症
も
し
く
は
、認
知
症
の
予
備
軍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
た
い
」
ー
。
こ
の
願
い
を
妨
げ
る
要

因
の
一
つ
で
あ
る
認
知
症
に
つ
い
て
、
市
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
“
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
”
は
、

安
心
・
充
実
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

身
近
な
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く

だ
さ
い�
（
９
㌻
参
照
）

　
京
丹
後
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
認
知
症
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

ト
相
談
窓
口
で
は
、
認
知
症
の
人

を
抱
え
る
家
族
等
の
皆
さ
ん
の
不

安
や
悩
み
、
介
護
の
方
法
等
に
つ

い
て
、
認
知
症
ケ
ア
に
習
熟
し
た

職
員
が
個
別
に
相
談
を
受
け
ま

す
。

　
ま
た
市
内
に
は
、
気
軽
に
立
ち

寄
る
こ
と
の
で
き
る
カ
フ
ェ
も
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

適
切
な
ケ
ア
と
医
療
で
支
え
る

心
し
て
穏
や
か
に
す
ご
せ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

６
５
０
０
人
に

網野町桃山地区
　「認知症高齢者声かけ訓練」を実施

　認知症の症状に「徘徊」とい
う行動があります。本人なりの
理由があって、家を出るのです
が、場所や時間の見当がつかな
くなるため、慣れた場所でも道
に迷うことがあります。こうした
徘徊への対応は、家族だけでは
限界があり、地域の皆さんの見
守りが必要となります。
　市では、徘徊による行方不明
事故等を未然に防ぐことを目的

として、認知症の人に対する正
しい声のかけ方や対応方法につ
いて市民の皆さんを対象にした
訓練を実施しています。

◎日時　９月28日（日）
　　　　午前９時～正午
◎場所　網野町桃山地区内
　　　　　　　（荒天中止）

　認知症に関する理解を深め、地域の中に見守り・支
えあいの輪を広げるとともに、認知症の人が、行方不
明になった場合、地域包括支援センターと認知症に理
解のある市内介護保険事業所・医療機関などが協力し
て、早期発見のための情報伝達・情報収集を行います。
　SOSネットへのご相談は、お近くの地域包括支援セ
ンター（☎69-0330代表）または、ケアマネジャーまで。

９月２１日は世界アルツハイマーデー　　＝９月は世界アルツハイマー月間＝
国際アルツハイマー病協会（ＡＤＩ）が認知症への理解をすすめ、本人や家族への施策の充実を目的に 1994 年に
制定しました。９月を世界アルツハイマー月間として世界各国で啓発活動を行っています。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ロ
バ
隊
長
」

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
」（
隊
商
）
の
隊
長
と
し
て
、

「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
へ
の
道
の
り

の
先
頭
を
歩
い
て
い
ま
す
。
ロ
バ
の
よ
う
に
急
が
ず
、
し
か
し
一
歩
一

歩
着
実
に
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
も
進
ん
で
い
き
ま
す
。

田村ゆうゆうの里 ☎ 83-2011

はごろも苑さかいの家 ☎ 62-5353

久美浜苑くまのの里 ☎ 82-1556

小規模多機能施設間人あきばの里 ☎ 75-0407

市地域包括支援センター （福祉事務所内） ☎ 69-0330

　　　　　　　大宮分室（大宮市民局内） ☎ 69-0712

　　　　　　　網野分室（網野市民局内） ☎ 69-0713

　　　　　　　丹後分室（丹後市民局内） ☎ 69-0714

弥栄分室（弥栄市民局内） ☎ 69-0715

久美浜分室（久美浜市民局内）☎ 69-0716

在宅介護支援センターはごろも苑 峰山町長岡 ☎ 62-7001

おおみや苑在宅介護支援センター 大宮町口大野 ☎ 68-1530

丹後園在宅介護支援センター 網野町木津 ☎ 74-0174

いちがお園在宅介護支援センター 丹後町岩木 ☎ 75-2496

佐濃在宅介護支援センター 久美浜町竹藤 ☎ 84-9033

何
か
を
特
別
に
す
る
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
を
正

し
く
理
解
し
て
、
認
知
症
の
人
や

家
族
を
見
守
る
応
援
者
で
す
。
そ

の
う
え
で
、
自
分
の
で
き
る
範
囲

で
活
動
し
ま
す
。
例
え
ば
、
学
ん

だ
知
識
を
友
人
や
家
族
に
伝
え
た

り
、
認
知
症
に
な
っ
た
人
や
家
族

の
気
持
ち
を
理
解
し
よ
う
と
務
め

た
り
す
る
こ
と
も
サ
ポ
ー
タ
ー
の

活
動
で
す
。隣
人
あ
る
い
は
商
店・

交
通
機
関
等
、
ま
ち
で
働
く
人
と

し
て
、
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
を

す
る
な
ど
活
動
内
容
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
全
国
で

５
０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

（
平
成
26
年
６
月
30
日
現
在
）

　

京
丹
後
市
で
も
地
域
や
職
場
、

小
・
中
学
校
な
ど
で
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
、
ど
の
よ
う

な
対
応
が
望
ま
し
い
か
を
一
緒
に

考
え
て
い
ま
す
。

　
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
認

知
症
の
方
に
ど
う
接
す
れ
ば
い
い

の
か
が
分
か
り
ま
し
た
。
自
分
が

な
っ
た
と
き
に
、
ど
う
し
て
ほ
し

い
か
考
え
て
行
動
し
た
い
で
す
」

「
認
知
症
の
人
で
も
正
し
く
接
す

る
と
、
症
状
が
良
く
な
っ
て
く
る

こ
と
を
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
協
力
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
受
講
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
目
印
と
し
て
、「
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布
。
こ
れ
ま
で

に
約
６
５
０
０
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー

が
誕
生
し
て
い
ま
す
。　

㊤峰山中学校生徒会の皆さんも養成講座を受
講し認知症サポーターに（平成26年７月２日）㊨
認知症サポーターの目印「オレンジリング」

平成25年9月に網野町浜詰地区で実施した声かけ訓練の様子

カフェ　よっとくれぇな
（養護老人ホーム満寿園内・弥栄町溝谷）
　第1・2・3水曜日、第4火曜日
　午後2～4時　OPEN
　☎65-2558

コミュニティカフェ　ともに
（久美浜苑くまのの里・久美浜町栃谷）
　毎週木曜日
　午前9時～正午　OPEN
　☎82-1108

陽だまりカフェ
（ふれあいホーム桃山・網野町桃山）
　毎週水曜日
　午後2～4時　OPEN
　☎72-1515

ご利用ください身近な相談窓口

し
、相
談
窓
口
の
設
置
を
は
じ
め
、

地
域
で
支
え
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　市内には、高齢者の皆さんの暮らしをサポー
トする相談窓口を開設しています。どうぞご利
用ください。

徘徊による行方不明者が現れたとき
　『京丹後市徘徊 SOS ネットワーク』

に連絡を！

情報伝達
情報収集

相談・依頼
家族・親族

警察・消防

捜索願
行方不明者発生

ここがポイント！　気になる高齢者を見かけた時は、
「こんにちは、どこへお出かけですか？」「どうされまし
たか？」とゆっくり・やさしく・はっきりと声掛けを！

ロバ隊長

情報提供
連携
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リ
ッ
ト
ル
）
で
は
、
１・
４
ト
ン

（
７
８
３
０
倍
）
と
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
処
理
場
で
は
、
各
家
庭

か
ら
流
れ
て
き
た
生
活
雑
排
水
の

汚
れ
を
微
生
物
の
働
き
に
よ
り
き

れ
い
に
し
、
消
毒
し
て
川
や
海
に

戻
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
放
流
さ
れ
た
水
の
一
部

は
、
農
業
用
水
と
し
て
活
用
さ
れ

最
高
評
価
「
特
Ａ
」
を
通
算
11

回
も
獲
得
し
て
い
る
丹
後
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
栽
培
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。

　
お
い
し
い
米
づ
く
り
に
は
、
き

れ
い
な
水
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
生

活
雑
排
水
も
下
水
道
処
理
場
で
処

理
す
る
こ
と
で
水
資
源
と
し
て
き

れ
い
な
水
の
循
環
が
確
保
さ
れ
暮

ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
台
所
や
浴
室
等
か
ら
出
る
生
活

雑
排
水
の
汚
れ
か
ら
川
や
海
の
水

質
を
守
る
た
め
下
水
道
へ
の
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

シリーズ

下
水
道
の
す
ご
い
力

　
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
「
水
」。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
向
上
の
た
め
に
整
備
す
る

「
下
水
道
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
種
事
業
や
支
援
制
度
な
ど
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
角
度
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

Vol.2

水
資
源
の
き
れ
い
な
循
環
を
目
指
し
て

　
私
た
ち
が
普
段
、
台
所
か
ら
何

気
な
く
川
に
流
し
て
い
る
生
活
雑

排
水
は
、
驚
く
ほ
ど
川
や
海
の
水

を
汚
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
牛
乳
コ
ッ
プ
一
杯
分

（
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
を
川

に
流
し
た
場
合
、
コ
イ
や
フ
ナ
な

ど
の
魚
が
す
め
る
水
質
に
戻
す
た

め
に
必
要
な
水
量
は
、
３・
３
ト

ン
（
１
万
６
５
０
０
倍
）、
み
そ

汁
を
お
碗
一
杯
分
（
１
８
０
ミ
リ

ご存知ですか？下水道接続支援制度（その②）

【排水設備アドバイザー派遣事業】
　市登録のアドバイザーが利用者宅を訪問し、トイレの水洗化と排水設備工事の相談、最低限
必要な工事費の見積りを行います。下水道、集落排水、市設置浄化槽の区域にある既存の住
宅で接続を検討されている人が制度の対象です。

Ｑ1　下水道接続工事したいけど、「高額な費用」がかかるじゃないの？
　　　☞　工事の相談や見積りを無料でしてくれる「排水設備アドバイザー派遣事業」があり
　　　　ますので、まずはご利用ください。
　　　
Ｑ2　どんな業者がくるの、見積りしてもらったら、その業者に工事を頼まないといけないのでは？
　　　☞　市に登録されたアドバイザーを派遣するので安心です。トイレの水洗化設備工事に
　　　　必要な費用をアドバイスするだけです。工事業者及び工事時期の制約はありません。
　　　
Ｑ3　下水道接続しようと思ったらトイレ、浴室、台所等の改修はどのくらいになるの？
　　　☞　下水道接続に必要な工事として、トイレの水洗化は必要ですが、台所や浴室等に
　　　　ついては、今ある排水管をそのまま下水道に接続するだけで下水道の使用ができます。

～
き
れ
い
な
海
や
川
を
未
来
へ
～

　
　
　

下
水
道
整
備
課

☎
６
９
‐
０
５
５
０

ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど

川
や
海
を
汚
し
て
い

る
生
活
雑
排
水

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

台所や浴室は、今ある排水管をそ
のまま下水道に接続することで安
価にできます。

ト
イ
レ
は
水
洗

化
が
必
要

風
呂
、
台
所
は

排
水
管
を
そ
の

ま
ま
接
続

2014.09 102014.0911
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■日時：平成 26 年 10 月 19 日（日）8 時 00 分開場 /15 時 00 分打出し（終了）
■場所：京丹後市大宮社会体育館（大宮町）
■問い合わせ先：大相撲京丹後場所実行委員会（商工観光部スポーツ観光・交流課）
℡ 0772-69-0470
入場チケット料金（税込）
■たまり席Ｓ 14,000 円 ■たまり席Ａ 13,000 円 ■ペア席（２人席）22,000 円 
■ステージ席（イス席）12,000 円 ■イス席 10,000 円 ■車イス用席 10,000 円
※残席状況は、下記販売窓口にお問い合わせください。
■チケット販売所：京丹後市商工会本所（℡ 0772-62-0342）および各支所

　大相撲京丹後場所を開催します。
　「初

しょっきり
切」「相

すもうじんく
撲甚句」「横

よこ
綱
づな
綱
つな
締
じ
め」の実演など本場所では見られない相

撲の醍醐味と、３横綱らによる迫力ある取組を間近で楽しんでください！

大相撲 京丹後場所

完売
完売

　
前
回
は
、
生
ご
み
の
資
源
化
の
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
、
生
ご
み
資
源
化
モ
デ
ル
地
区
で
の
取

り
組
み
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　　

現
在
、
市
内
６
地
区
約
２
０
０
世
帯
を

対
象
に
生
ご
み
資
源
化
の
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
14
・

１
㌧
の
家
庭
生
ご
み
か
ら
エ
コ
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
電
気
を
産
み
出
し
、
さ

ら
に
液
肥
と
し
て
資
源
化
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ご
み
は
で
き
る
だ
け
発
生
さ

せ
な
い
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
が
、
今
後
、

生
ご
み
資
源
化
に
取
り
組
む
地
域
の
拡
大

と
と
も
に
、
生
ご
み
を
資
源
と
し
て
有
効

活
用
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

生
ご
み
を
資
源
化
し
、
可
燃
ご
み
の
量

を
減
ら
す
こ
と
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
が
見
込
め
る
他
、
焼
却
施
設
の
長
寿
命

化
な
ど
が
期
待
で
き
る
こ
と
は
前
回
お
伝

え
し
ま
し
た
。
家
庭
で
の
効
果
と
し
て
は
、

モ
デ
ル
地
区
の
皆
さ
ん
の
声
か
ら
、
次
の

よ
う
な
効
果
を
実
感
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

★
ご
み
や
、
ご
み
袋
の
使
用
量
が
減
っ
た

環
ぢ
か
ら
通
信
Vol.3

生
ご
み
資
源
化
対
象
地
域
を
拡
大
し
ま
す

★
家
の
中
の
ハ
エ
が
減
っ
た

★
夏
場
に
生
ご
み
が
出
せ
る
の
で
助
か
る

★
花
壇
や
植
木
鉢
の
花
に
も
液
肥
は
良
い

★
腐
る
前
に
捨
て
ら
れ
る　
　
　
な
ど

　

一
方
で
、
生
ご
み
資
源
化
に
取
り
組
む

上
で
の
課
題
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
意
見

も
聞
か
れ
ま
す
。

★
分
別
基
準
が
分
か
り
に
く
い

★
匂
い
が
気
に
な
る　

★
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
遠
い　
　
　
な
ど

　　

現
在
は
、
基
準
に
基
づ
い
て
分
別
さ
れ

た
生
ご
み
を
収
集
用
タ
ル
に
直
接
投
入
す

る
方
法
で
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
対

象
地
域
の
拡
大
へ
向
け
、
分
別
基
準
の
簡

素
化
や
収
集
方
法
の
見
直
し
な
ど
も
検
討

し
、
取
り
組
み
や
す
い
内
容
へ
の
改
善
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
生
ご
み
資
源
化
の
効
果

14
・
１
㌧
の
生
ご
み
を
資
源
化

2,000

1,500

1,000

500

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月5月4月
0

2,500

3,000
〔Kg〕 生ごみ収集量の推移

平成23年度

平成24年度

平成25年度

　
平
成
26
年
度
、
新
た
に
生

ご
み
の
資
源
化
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
る
地
域
（
地
区
）

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
出

前
講
座
と
し
て
説
明
に
お
伺

い
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生ごみの資源化に参加しませんか

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
課

　
　
　
☎
６
９
‐
０
４
８
０
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信
用
保
証
協
会
は
、
中
小
・

小
規
模
事
業
者
が
金
融
機
関
か

ら
事
業
資
金
の
融
資
を
受
け
る

際
に
、「
公
的
な
保
証
人
」
と
な
っ

て
、
資
金
調
達
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
た
め
に
設
立
さ
れ
た
公
的

保
証
機
関
で
す
。
京
都
は
全
国

で
２
番
目
に
設
立
さ
れ
、
こ
の
９

月
で
創
立
75
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

当
協
会
は
、
平
成
26
年
３
月

末
現
在
で
２
９
３
１
５
企
業
、

８
９
８
１
億
円
の
保
証
利
用
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
経
営
方
針

に
「
金
融
と
経
営
の
総
合
的
サ
ー

ビ
ス
の
推
進
」
を
掲
げ
て
お
り
、

金
融
支
援
に
加
え
て
積
極
的
に

経
営
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
府

内
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対

し
、
再
生
支
援
や
経
営
改
善
支

援
を
地
元
４
行
庫
（
京
都
銀
行
・

京
都
信
用
金
庫
・
京
都
中
央
信

用
金
庫
・
京
都
北
都
信
用
金
庫
）

や
地
方
公
共
団
体
、
関
係
機
関

等
と
「
オ
ー
ル
京
都
体
制
」
で

応
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、中
堅・

若
手
・
女
性
職
員
を
メ
ン
バ
ー

と
し
た
「
次
の
一
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
、「
お
客
様
の

業
績
向
上
が
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
」
と
い
う
熱
い
思
い
を

胸
に
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

新
し
い
取
り
組
み
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
当
協
会
の
「
金
融
・

経
営
支
援
の
取
り
組
み
」
を
紹

介
し
ま
す
。

オ
ー
ル
京
都
体
制
で
の

　
　
　
　
　
　
　
再
生
支
援

　

平
成
16
年
９
月
の
「
京
都
再

生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」（
旧
名

称
「
企
業
再
生
担
当
者
会
議
」）

設
置
以
降
、
京
都
で
は
、
地
元

金
融
機
関
、
京
都
府
・
京
都
市
、

再
生
支
援
協
議
会
等
の
「
オ
ー

ル
京
都
体
制
」
で
京
都
府
内
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
再
生
支

援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

再
生
支
援
協
議
会
の
再
生
計

画
策
定
完
了
案
件
に
対
す
る
当

協
会
の
保
証
承
諾
に
よ
る
関
与

実
績
は
、
平
成
25
年
12
月
末
累

計
で
企
業
数
２
０
０
社
、
保
証
承

諾
金
額
４
２
８
億
８
４
０
０
万

円
で
あ
り
、
企
業
数
・
金
額
共

に
全
国
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す

（
２
位
は
栃
木
県
信
用
保
証
協
会

の
84
企
業
、
67
億
円
）。
保
証
先

の
従
業
員
１
１
２
０
４
人
の
雇

用
維
持
が
で
き
、
地
域
貢
献
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
オ
ー
ル
京
都
に
よ
る
統
合

型
中
小
企
業
支
援
」
の
構
築

　

早
期
に
金
融
取
引
を
正
常
化

さ
せ
、
再
び
成
長
路
線
に
乗
せ
る

た
め
の
が
ん
ば
る
中
小
企
業
支

援
施
策
と
し
て
、
新
た
に
「
オ
ー

ル
京
都
に
よ
る
統
合
型
中
小
企

業
支
援
（
①
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

計
画
策
定
支
援
②
伴
走
型
支
援

③
融
資
・
保
証
制
度
支
援
）」
を

構
築
し
ま
し
た
。

　

統
合
型
中
小
企
業
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、

当
協
会
独
自
の
４
つ
の
取
り
組

み
が
あ
り
ま
す
。
①
中
小
企
業

企業の駅
ー リレー通信 vol.1 ー

　舞鶴若狭自動車道の完成をはじめ、来年にはいよいよ京都縦貫自動車道が全通するなど、
北近畿をめぐる産業・社会インフラが飛躍的に向上しつつあります。このコーナーでは、
このような新しい時代の産業環境を最大限に活かしていただけますよう、丹後地域内はも
とより、府域の南北および京阪を貫く京街道、その周辺地域はじめ中広域の圏域において
企業相互の連携、相互の事業拡大と事業創造を促進するため、広く京都府全域又は関西
圏等で活躍されている商工関連団体の取り組みや支援制度などを基本的に毎回シリーズ
で紹介していきます。

京都縦貫街道

京
都
信
用
保
証
協
会

診
断
士
や
税
理
士
等
の
専
門
家

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
経

営
改
善
計
画
策
定
支
援
②
経
営

改
善
計
画
策
定
サ
ポ
ー
ト
（
計

画
策
定
費
用
の
う
ち
国
の
補
助

を
除
く
事
業
者
負
担
の
２
分
の

１
、
上
限
20
万
円
を
当
協
会
が

あ
な
た
の
企
業
の
一
員
に
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中小企業再生支援協議会二次対応企業に対する協会関与

企業数

H25H24H23H22H21H20H19H18H17H16H15

◆中小企業の皆さん、
　金融・経営の悩みをぜひご相談ください！

　中小企業金融円滑化法（返済緩和措置）
の平成25年３月末終了に向けた支援策と
して、平成24年７月に当協会の全額費用
負担で外部専門家（中小企業診断士、税
理士、公認会計士）を派遣する「京都バ
リューアップサポート」をスタートさせま
した。京都府中小企業診断協会、税理士、
日本公認会計士協会京滋会と連携し、経
営者から経営課題・悩みを専門家に投げ

かけてもらい、気づきを共有してもらえ
たら経営改善につながるのではないかと
思っています。
　最大５回までの派遣を行う「フル・サ
ポート」と、１回のみの「ワンデイ・サポー
ト」に加えて、一定期間経過した後にフォ
ローアップを行う「プラス・サポート」も
開始しています。

専門家が経営のお悩み相談に対応します！

独自
①
独自
②
独自
③

独自
④

京都信用保証協会 統合型中小企業支援のコーディネート役を務めます

がんばる中小企業 オール京都による統合型中小企業支援

統
合
型
中
小
企
業
支
援
メ
ニ
ュ
ー

１

２

３

オーダーメイド
計画策定支援

企業の体力・体質に合っ
た頑張る処方箋の作成

伴走型支援

がんばる企業に寄り添っ
て、ノウハウや事業機会
を提供

融資・保証制度支援
がんばる企業への従来
にはない金融支援

企業の成長を後押し

経営改善計画の策定

経営の悩み

事業の継続

金融機関間の調整

がんばる保証支援

認定支援機関による
経営計画策定支援事業

専門家ネットワーク

経営改善計画策定サポート

京都事業支援継続センター

〈専門家派遣事業〉
京都バリューアップサポート

経営サポート会議

京都経営サポート保証

補
助
）、
③
京
都
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ

プ
サ
ポ
ー
ト
（
後
述
）、
④
京
都

経
営
サ
ポ
ー
ト
保
証
（
最
長
15

年
の
長
期
資
金
と
５
年
以
内
の

一
括
資
金
に
よ
り
、
資
金
繰
り
の

安
定
を
図
る
た
め
の
保
証
）
で

す
。

　創業のステージにおいても、今年４月
から新たに「創業バリューアップサポート」
を創設し、支援体制を構築しました。こ
の取組みは、経営の専門的知識やノウハ
ウを必要とする創業予定者を対象とした
もので、中小企業診断士等の外部専門家
が創業計画の策定支援からアフターフォ
ローまで、創業者に伴走しながら事業が
軌道に乗るようサポートするものです。

　また、平成26年１月施行の「産業競争
力強化法」に基づき、地域での創業促進
に向け京丹後市が創業支援事業者と連携
して作成された「京丹後市創業支援事業
計画」が６月に国の認定を受けました。当
協会もこの計画の連携先として、地域活
性化のために少しでも貢献し、多くの起業
者のお手伝いをしていきたいと考えていま
す。

創業予定者に寄り添って支援します！

リーフレットのご希望や取り組みの詳細は、
京都信用保証協会丹後支所まで（☎68-0601）
住所：大宮町周枳2226番地の３

※
Ｈ
25
は
12
月
末
時
点

※「企業の駅」とは、人と人との出会いや交流を促進したり、
地域から人に情報発信等を行う拠点としての、「まちの駅」
「道の駅」「海の駅」などにならい、命名しました。
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峰 山 町

▶
太
陽
に
向
か
っ
て
凜
と
咲
く
ヒ
マ
ワ
リ

　7月下旬、弥栄町芋野区内の休耕田では、ヒマワリが見
ごろを迎え、青空のもと黄色いじゅうたんが現れました。同
区が数年前から取り組んでいるもので、今年は2カ所に延
べ約２万本を栽培。太陽に向かって凜と咲く姿は、訪れる
人たちの目を楽しませていました。
　同区の新井慶

よし　ひろ

廣区長は「５月の種まきから草刈り、肥料
まで多くの区民が携わって育てたもの。異世代交流の場に
もなっていたので、無事に育ってうれしい」と話していました。
　見ごろは7月いっぱいですが、その後は種を取って採油
し、地域のイベントなどで利用される予定ということです。

　峰山・久美浜町の小学４～６年生を対
象とした「わんぱくサバイバルキャンプ」
が７月30日から８月1日まで、天女の里
（峰山町）で開催されました。
　キャンプ初日、参加した子どもたち30
人は、６つの班に分かれてテントの設営や
夕食の調理に挑戦。６年生のリーダーを中
心に手際よく作業を進め、夕食には、自分
たちで作ったカレーやサラダを味わいまし
た。２日目と最終日には、森の観察や鱒留
川での生き物調査、久美浜湾でのカヌー
体験などを通して、豊かな自然に触れ、楽
しい夏のひとときを満喫していました。
　キャンプを終えた子どもたちは「みんな
と生活するのが楽しかった」「他町の友だ
ちがたくさんできた」などと感想を話して
いました。
　この取り組みは、団体行動の心構えを
学ぶとともに、自然を大切にする気持ちを
養うことを目的に、峰山・久美浜地域公民
館が主催したものです。

ふ
れ
あ
い
感
じ
な
が
ら
お
買
い
物

太陽に向かってシャキッと
芋野区で2万本のヒマワリ見ごろ

弥 栄 町

久美浜町

8月12日

7月30日
～8月1日

　久美浜町川上地区で8月12日、恒例の
「川上村ふれあい朝市」（同実行委員会主
催）が開かれ、地元住民らで賑わいました。
　この日は、人気のばらずしが 230人前
用意された他、盆花や農産物、衣類など
も売り出され、約150人が訪れました。
　田中文

あや

子
こ

さん（同町）は「地元の方 と々
ふれあいながら買い物できるので、毎月楽
しみにしています」と笑顔で話していまし
た。また、実行委員会の山添善明代表は

　中国西
せいあん

安市から日本の文化と言葉を学ぶため滞在中の
張
ちょうせつほう

雪瑩さん（西安建築科技大学2年）を迎え、中国の
歴史や文化に触れる「張さんのお話しを聞く夕べ」が8
月８日、河辺公民館で開催され、区民と交流をしました。
　張さんは、中国の歴史や西

さい ゆ う き

遊記、水
すい こ で ん

滸伝などの四大小
説、徐福伝説のほか、食文化などについて日本語で紹介。
日本に興味を持ったきっかけを尋ねられ、「アニメが面
白いから」と笑顔で答え、アニメの内容を理解するため、
日本語を勉強中と付け加えました。
　このほか参加者は、日本の印象や学校の授業などにつ
いて質問し、生活スタイルの違いを理解していました。

▶
参
加
者
を
前
に
、
中
国
の
歴
史
を
説
明

　
す
る
張
さ
ん
（
河
辺
公
民
館
で
）

中国の歴史や文化を尋ねて交流
河辺公民館で「お話しを聞く夕べ」開催

大 宮 町
8月 8日

▲会話を楽しみながらばらずしを買い求める住民

7 月下旬

▲ハンドマイクを手に、宇宙と交信を試みる児童（中央左）

「
宇
宙
ま
で
声
が
届
い
た
！
」

網
野
北
小
児
童
が
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
交
信

８月６日
網 野 町

　中浜漁港（丹後町）で７月28、29日の
両日、京丹後の自然を体感するイベント「第
3回夏休みジオパーク『大地は器』で遊ぼ
う」（丹後町体験観光組合主催）が開かれ
ました。
　28日の夕方、市内外から訪れた来場者
たちは漁船に乗り、犬ヶ岬に向けて出港。
サウンドアーティストの鈴木昭男さん（網
野町）らが「青の洞窟」前に停泊した船
の上で奏でる音に耳を傾けながら、特徴
的な岩礁や海の景色を楽しみました。その
後漁港では、1000以上の竹灯

あか
りによる光

の中、ダンサーの宮北裕美さん（網野町）
が鈴木さんの演奏に合わせて踊りを披露。
また、ダンサーの JUNさんによるベリー
ダンスでは、来場者も一緒になって踊り、
大きな拍手が沸き起こりました。
　29日には、とび丸タクシーでのジオパー
ク巡りや定置網漁体験、中浜漁協婦人部
による「漁港めし」の販売も行われました。

▲竹灯りの中、鈴木昭男さんの演奏に合わせて
　踊る宮北裕美さん

竹
灯
り
の
中
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

中
浜
漁
港
で
「
夏
休
み
ジ
オ
パ
ー
ク
『
大
地
は
器
』」
開
催
７月28・29日
丹 後 町

「
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
」
で
夏
を
満
喫

児
童
30
人
が
２
泊
３
日
の
集
団
生
活

▲鱒留川の生き物調査をする子どもたち

スマートフォンなどの端
末を使って右のコードを
読み取ると、動画が再生
されます。※機種等によ
り再生されない場合があ
ります。

川
上
区
で
恒
例
の
朝
市
開
催

「平成 16 年から続いており、地域交流の場となって
います。これからも、いろんな企画を交えて盛り上げ
ていきたい」と意気込んでいました。

国際宇宙ステーション
との交信の様子

　網野北小学校に通う４～６年生 26人
が、NASA国際宇宙ステーション（ISS）
と交信する試みが 8月 6日、同校体育館
で開かれました。京丹後市アマチュア無
線ボランティア（吉岡淳一会長）が主催
したもので、宇宙との交信を通じて親子
や地域の科学的な交流を促すことが目的。
北近畿では初めて実施されたものです。
　交信相手は、アメリカ人宇宙飛行士のグレゴリー・
ワイズマンさん。児童たちは、地域住民や保護者ら約
700人の聴衆が見守る中、この日のために練習してき
た英語で「ISSの中ではどうやって寝るのですか」「私
たちも宇宙に行けますか」などと質問。緊張した面持
ちでしたが、グレゴリーさんから「寝袋を使います」「私
が行けたので、皆さんも行けるはず」などと返事をも
らうと、表情をほころばせていました。
　体験を終えた谷口調

しらべ

君（5年）は「宇宙まで自分の
声が届いて感動しました。うれしかったです」　と笑顔
で話していました。
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地域医療の現場から
The Healthy Life

市立弥栄病院
副院長・循環器内科

小
お

田
だ

 洋
よう

平
へい

文
心房細動は脳梗塞の原因に

　まずかかりつけ医に相談しましょう！

　心房細動とは、心臓のリ
ズム（拍動）が乱れ、血液
が心臓内に停滞してしまう
状態のことです。不整脈の
１つで、心臓内の電気信号
の乱れで「心房」部分が
プルプルと不規則に振る
え、心臓本来の正しい収縮
と拡張ができなくなった状態です。この電気信号の異常は
心電図で確認することができます。
　心房細動は高齢者に多く見られる不整脈で、特に 60 歳
を境にその頻度は急激に高まり、80 歳以上では 10 人に 1
人は心房細動があると言われています。また、男性が女性
に比べ約 1.5 倍起こりやすく、今後高齢化が進むと患者さ
んも増加することが予想されます。

　心房細動は何らかの心
疾患や高血圧症などに
伴って起こる場合もあれ
ば、いろいろと検査を行っ
てもはっきりと原因が分
からないこともしばしば
あります。また、アルコー
ル、ストレス、過労など
が誘因となることが 分
かっています。

　心房細動が続くと心臓から血液がうまく拍出されず、心
房内の血液の流れがよどむことで、主に左心房の壁の一
部に血のかたまり（血栓）ができやすくなります。この
血栓がはがれて脳に運ばれ脳の太い血管を突然閉塞する
のが心原性脳塞栓症です。心房細動がある人はない人と
比べると、脳梗塞を発症する確率は約 5 倍高いと言われ
ています。 心房細動が原因の脳梗塞は、血栓が脳の太
い動脈を詰まらせるため脳の広い範囲が障害を受け、ひ
どいときには死に至ります。また一命をとりとめても重

度 の 障 害 が 残ったり、寝 たき
りになったりすることがあります。
特に、高齢（75 歳以上） 、高血
圧 、心不全 、糖尿病 、脳卒中（脳
出血、脳梗塞）の既往などをお持
ちの方は、脳梗塞の危険性が高く
なることが科学的に証明されてい
ます。

　心房細動という病名は１つですが、症状や病状は患者さん
ごとに異なります。主に、発作性か慢性か？症状は強いか？
その他に疾患はないか？などによって最適な治療法を選びま
す。具体的には、食事や運動など生活習慣の改善や、薬物治
療、電気ショックによる治療、カテーテルによる治療などが
考えられます。
　また、心房細動は脳梗塞の原因になるため、高血圧や糖尿
病などの基礎疾患や心房細動自体の治療のほかに、抗凝固
薬を用いて脳梗塞を予防するための治療も行う必要がありま
す。 抗凝固薬は、血が固まりやすくなっている状態を改善
し血栓ができるのを防ぎます。抗凝固薬を飲むことで脳梗塞
が起こるリスクが低下することが臨床研究で確認されていま
す。抗凝固薬には「ビタミンＫ拮抗薬（ワーファリン）」、「ダ
ビガトラン（プラザキサ）」、「リバーロキサバン（イグザレル
ト）」「アピキサバン（エリキュース）」があり、どれも心房細
動が原因で起こる脳梗塞の予防に対して有効です。ただし、
それぞれ特徴が異なるため、その特徴をしっかり理解したう
えで、服用を継続することが大切です。抗凝固薬はご自分の
判断で飲むのを止めてしまったり、薬の量や回数を変更した
りすると、出血したり、脳梗塞を予防できないことがあるの
で、医師の指示通りに服用することが重要です。

　確かに心房細動は脳梗塞の原因となる不整脈で、一般的
には何となく怖いというイメージがあります。しかしながら、
正確に病態を理解しきちんと管理すれば、他の高血圧や糖尿
病などの生活習慣病と同様に十分コントロール可能です。心
房細動の治療には、かかりつけの先生とのコミュニケーショ
ンが最も大切です。心房細動と言われたら、症状の有無にか
かわらず、まずかかりつけの先生に相談してみましょう。

80 歳以上の 10人に１人が発症

　今回は、心房細動による心原性脳塞栓
症の危険性とその予防法ついて、弥栄病院
の小田洋平医師に聞きます。

アルコールやストレスが原因に

脳梗塞発症の確率が 5倍

抗凝固薬で脳梗塞を予防

まずはかかりつけ医に相談を

イラスト：フリーメディカルイラスト図鑑

（
丹
後
町
尾
和
）【元丹後町議会議員】

　昭和 62年から平成 15年までの
長きにわたり、丹後町議会議員と
して活躍。平成 13 年からは、議
会副議長を務め、卓越した指導力
を発揮して円滑な議会運営を行う
など、町行政の発展に貢献されま
した。

叙位叙勲
旭日単光章（地方自治功労）
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ん 
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1.	もやしは根切りをし、さっと水洗いして、皿に盛っておく。
2.	オクラは下ゆでして乱切りにし、トマトはひと口サイズに乱
切りしておく。ベーコンは７ミリくらいの厚さにカットする。
にんにくはみじん切りまたはスライスしておく。大葉は刻んで
おく。

3.	フライパン（フッ素加工）またはアルミ鍋にオリーブオイ
ル、にんにく、ベーコンを入れ、にんにくがきつね色にな
るまで中火で炒める。

京丹後の食材で簡単レシピ

旬★感　たんごはん

作り方

　暑さで疲れた体に効く料理を考えてみました。
このサラダは、生のもやしをたっぷり使っていま
す。生のもやしは甘味があり、とてもみずみずし

く、水分補給にもなります。もやしや豚肉にはビタミンB1が
たっぷり含まれているので、夏バテ解消にオススメです。ボリュー
ムがありますが、あっさり食べられますよ。
　丹後は野菜など美味しい食材がたくさんあります。地元の食
材を使った料理をどんどん作ってほしいですね。

　レシピを教えていただいた時、「もやしは生で食べられるの
ですか？」と思わず聞いてしまった程、驚きました。
　生のもやしはシャキシャキして甘みがあります。最後に加え
た大葉とレモンの酸味で、食欲不振の夏でもたくさん食べられ
るあっさりとした一品となっています。丹後の地元食材を食べ
て、夏バテを吹っ飛ばしましょう！

Vo l .11

教えてくれたひと

古
ふるさわ

澤　輝
てるよし

吉さん	（大宮町）
体験レポート

ベーコン・豚トロ、オクラと緑豆もやしのサラダ

4.	にんにくが色づいたら、豚トロを入れ、軽く塩コショウを
ふる。

5.	豚トロに火が入ったら、鷹の爪、しめじ、オクラを入れて
炒め、醤油とだし醤油を合わせたものを絡めて火を止める。
トマトを加えて、もやしの上に盛る。

6.	最後に大葉をトッピングして、レモンを絞ればできあがり。

（２人前） ・にんにく（みじん切り）…２片

・ベーコン …50g ・オリーブオイル …大さじ４

・豚トロ＊ …100g ・濃口しょうゆ …大さじ１

・トマト …１個 ・だし醤油 …大さじ１

・オクラ …５～６本 ・鷹の爪 …１本

・緑豆もやし …１パック ・大葉 …10 枚

・しめじ …１パック ・レモン …1/8 個

・塩コショウ …少々＊ 豚トロの代わりに
　 豚バラ肉・細切れを使っても OK です！

もやしは生で食べられるの？…は
い、食べられます！

今回使った「もやし」は、緑豆も
やしという種類です。

軸が太く、甘みがあるのが特徴で
す。是非、お試しを！

平成26年度
京都府防犯まちづくり賞

神野っ子見守り隊（代表 永井力男さん）

　平成 24 年10月から、子どもの登下校
時に、青色回転灯を利用した見守り活動
を継続しているほか、高齢者宅に対する
訪問活動を実施。幅広い防犯活動を展開
し、安心・安全な社会の実現に貢献して
いることが評価されました。（構成員31人）登校時の見守り活動の様子

京都府立網野高等学校間人分校

　平成 25 年から、定時制（昼間）とい
う学校の特徴を生かして、間人小学校低
学年の放課後指導の補助や、下校時に
同小から間人分校までの付き添いを実
施。児童の安心・安全に貢献しているこ
とが評価されました。児童に付き添って下校する間人分校の生徒
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ぶんかでたんご

　市文化協会峰山支部主催の「2014 夏の文化祭ス
テージバラエティ」が７月 20 日、京都府丹後文化
会館（峰山町）で開催されました。親子連れなど約
500 人が訪れ、心落ち着く琴の音色や躍動感のある
ダンスなど、多彩な舞台発表を楽しみました。
　この日は、同支部に所属する 14団体が参加。ジャ
ズダンスやモダンバレエ、マジック、新舞踊、太極拳、
着付けなどを次々と披露して、会場を沸かせていま
した。
　来場者は、「普段は見ることのないジャンルの舞
台を見ることができて楽しかった」「子どもたちが、
一生懸命演奏したり、踊ったりしている姿が素敵で
した」などと感想を話していました。

14団体の多彩な舞台発表を堪能
　「夏の文化祭ステージバラエティ」を開催

1.峰山町民踊同好会　2.きらり☆キッズお琴教室
3.3Bレディース（こども教室 )
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2３

人
を
笑
顔
に
さ
せ

勇
気
を
与
え
る

モ
デ
リ
ス
ト

垣
か き

田
た

　幸
ゆ き

男
お

 さん（69）

82年に帰国し、スタジオ・カキ
タを設立。顧客のオーダー、舞
台衣装などの制作、服飾専門学
校で教師として活躍中。東京都
目黒区在住（峰山町出身）。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
文
化
活
動
で
人
生
を
楽
し
む

皆
さ
ん
に
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぶ
ん
か
手
帳 

＃
９

▲パリのESMOD専門学校でアイロン掛けについて指導する垣田さん／
右上：パリで出版が決まった垣田さんの技を掲載したジャケット制作専門書

※
紳
士
服
を
専
門
と
す
る
仕
立
て
屋

　
モ
デ
リ
ス
ト
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
デ
ザ
イ
ン
画
か
ら
イ
メ
ー

ジ
に
合
っ
た
実
物
の
原
型
を
作

製
す
る
専
門
家
の
こ
と
で
す
。

ス
ー
ツ
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
一
か
ら

作
り
上
げ
る
も
の
で
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
を
は
じ
め
、
着
る
人
の
好
み

や
体
型
に
合
わ
せ
る
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
も
手
掛
け
ま
す
。

　

モ
デ
リ
ス
ト
に
は
、
デ
ザ
イ

ン
や
色
、
生
地
の
基
礎
知
識
を

は
じ
め
、
縫
製
技
術
、
豊
か
な

感
性
、
プ
レ
ゼ
ン
能
力
ま
で
も

必
要
と
な
り
ま
す
。
洋
服
を
作

る
際
に
は
、
着
る
人
の
体
型
や

表
情
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
着

用
す
る
か
を
想
定
し
、
色
、
生

地
の
風
合
い
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
本
物
を
知

る
人
の
オ
ー
ダ
ー
は
、
緊
張
の

連
続
で
す
が
、
イ
メ
ー
ジ
通
り
、

も
し
く
は
そ
れ
以
上
に
仕
上
が

り
、
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
時
の
充

実
感
は
格
別
で
す
。

　

服
は
人
を
引
き
立
て
、
笑
顔

に
さ
せ
た
り
、
勇
気
を
与
え
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大

げ
さ
に
言
え
ば
、
そ
の
人
の
人

生
を
左
右
す
る
こ
と
さ
え
も
！

　

幼
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と

が
好
き
で
、
母
も
、
丹
後
ち
り
め

ん
の
和
服
を
作
っ
て
い
た
影
響
も

あ
り
、
こ
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま

し
た
。
被
服
の
専
門
学
校
卒
業

後
、
日
本
を
代
表
す
る
テ
ー
ラ
ー

（
※
）
の
五い

が
ら
し

十
嵐
九つ

く

も
十
九
先
生
の

も
と
で
服
飾
の
腕
を
磨
き
、
日
本

一
の
テ
ー
ラ
ー
に
な
る
た
め
、
27

歳
で
渡
仏
。
有
名
ブ
ラ
ン
ド
社
に

務
め
、
本
場
の
知
識
を
は
じ
め
、

最
高
の
美
を
追
求
す
る
西
洋
の

職
人
技
を
徹
底
的
に
学
び
ま
し

た
。

　

現
在
は
、
舞
台
や
Ｃ
Ｍ
撮
影

用
の
衣
装
制
作
の
ほ
か
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
専
門
学
校
で
後
進
を
育

成
。
学
生
に
は
、
本
物
の
見
極
め

と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
、
新
た

な
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
が
大
切

と
話
し
て
い
ま
す
。日
本
人
の“
真

面
目
さ
”“
丁
寧
さ
”は
、世
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
。
こ
れ
か
ら
の
若
い
優

秀
な
方
々
が
世
界
で
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

19 2014.09 2014.09 18

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

米田 詩
うた

ちゃん（女の子）
7月生まれ・2,760㌘
母：香代さん　父：大作さん

（大阪府羽曳野市／実家：峰山町赤坂）

安田 結
ゆい

翔
と

ちゃん（男の子）
7月生まれ・3,650㌘
母：裕子さん　父：慶太さん
（網野町網野）

岩佐 知
ち

佳
か

ちゃん（女の子）
7月生まれ・2,418㌘
母：佐和江さん　父：知典さん

（峰山町菅）

井本 明
あ

香
か

里
り

ちゃん（女の子）
７月生まれ・3,342㌘
母：香織さん　父：将太さん

（網野町磯）

山松 怜
れ

央
お

ちゃん（男の子）
7月生まれ・3,014㌘
母：恵里さん　父：宏基さん
（峰山町菅）

池田 悠
ゆう

真
しん

ちゃん（男の子）
7月生まれ・2,686㌘
母：富士代さん　父：辰哉さん
（大宮町善王寺）

山下 怜
れい

馬
ま

ちゃん（男の子）
7月生まれ・3,134㌘
母：明寿香さん　父：勝

かつ

司
じ

さん

（網野町網野）

田中 絆
はん

那
な

ちゃん（女の子）
7月生まれ・3,292㌘
母：愛美さん　父：涼さん

（兵庫県豊岡市／実家：峰山町荒山）

さ
と
が
え
り

さ
と
が
え
り

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
弥
栄
病
院
で
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

の
瞬
間
を
喜
ぶ
ご
家
族
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。
ご
応
募

い
た
だ
い
た
全
て
の
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ど
し
ど

し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
　
　

　
　
　
　

 
秘
書
広
報
広
聴
課
（
☎
69-

０
１
１
０
）
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　弥栄病院は弥栄地域公民館で7月27日、市民・患者
と共に歩む開かれた病院を目指すとともに、地域医療に
ついて考えるきっかけにしようと、「ふれあいまつり」を
初めて開催しました。
　当日は、医師や看護師が指導する救命救急教室や介
護教室などを実施。親子連れなど大勢が参加して、機
械を使った心肺蘇生法などを学びました。このほか、京
都府立医科大学の吉川敏一学長、元弥栄病院の医師で、
佐賀大学医学部の木村晋也教授による講演会や、「これ
からの弥栄病院に求められるもの」をテーマにパネル
ディスカッションも行いました。コーディネーターを務
めた安原正博病院長は「住民が気軽に病院に来られる雰
囲気を作っていきたい」と決意を述べました。

▲

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

　
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

弥栄病院ふれあいまつりを初開催
地域住民と共に歩む開かれた病院を目指して

　第 23 回京都府消防操法大会が８月３日、丹波自
然運動公園で行われ、府内 26 市町村の消防団員約
1500 人が日頃の訓練の成果を競い合いました。
　本市からは、市消防操法競技大会のポンプ車操法の
部で優勝した「大宮第２分団第 1部」（奥大野区）と
小型ポンプ操法の部で優勝した「大宮第 1分団第 1部」
（口大野区）が出場。訓練で鍛えた規律ある動作と士
気の高い操法を披露し、ポンプ車操法の部、小型ポン
プ操法の部ともに、見事準優勝を飾りました。
　また、優秀な操作員をたたえる個人賞（優秀選手賞）
には、ポンプ車操法１番員の城戸岳志さん、同４番員
の西本良紀さんが選出されました。

府消防操法大会で市代表が準優勝
２人が優秀選手賞を受賞

◀
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
団
員
た

ち
（
丹
波
自
然
運
動
公
園
で
）

　

雲う
ん

松し
ょ
う

寺じ

は
、
久
美
浜
町
小

桑
に
昭
和
35
年
ま
で
あ
っ
た

お
寺
で
す
。
タ
ラ
ヨ
ウ
は
、
モ

チ
ノ
キ
科
に
属
す
る
常
緑
の

高こ
う

木ぼ
く

で
す
。
葉
は
、
長
さ
10

～
20
㌢
の
長
楕
円
形
で
、
葉

の
裏
に
尖
っ
た
も
の
で
字
を
書

く
と
黒
く
浮
き
上
が
る
こ
と

か
ら
、
葉は

書が
き

の
木
、
手
紙
の

木
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

雲
松
寺
跡
の
タ
ラ
ヨ
ウ
は
、

か
つ
て
の
境け

い

内だ
い

の
東
側
に
あ

り
、
お
寺
の
庭
木
と
し
て
植

え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
幹み

き

周ま
わ

り
３
・
21
㍍
、
高

さ
10
㍍
あ
り
、
樹
齢
２
０
０

年
以
上
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
樹
勢
は
旺
盛
で
、
全
国
的

に
見
て
も
上
位
に
入
る
巨
木
で

す
。

　
こ
の
よ
う
に
雲
松
寺
跡
の
タ

ラ
ヨ
ウ
は
、
樹
勢
が
盛
ん
で
、

全
国
的
に
見
て
も
上
位
に
入
る

巨
木
で
あ
る
点
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
平
成
20
年
７
月
８
日
付
け

で
京
丹
後
市
指
定
文
化
財
（
天

然
記
念
物
）
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 
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雲
松
寺
跡
の
タ
ラ
ヨ
ウ

全国的に見ても上位に入る巨木

▲雲松寺跡のタラヨウ

小桑公民館

久美浜町小桑

至 但東町↓

↖豊岡方面

卍極楽寺

482

↗
至 

峰
山

雲松寺跡

 世界ジオパーク再認定審査
　平成22年10月に認定後、４年に一度の世界ジオパーク再認
定審査を行うため、８月５、６日の両日、世界ジオパークネットワ
ーク（ＧＧＮ）の審査員が本市を訪れました。
　今回の審査員であるマウリチィオ・ブルランドさん（イタリア）と
ジン・シャオチーさん（中国）は８月３日から、山陰海岸ジオパー
クを鳥取市から順に視察。本市では、丹後町の立岩や大成古墳、
道の駅てんきてんき丹後を視察しました。
　立岩から大成古墳までは、ＮＰＯ法人まちづくりサポートセン
ターのガイド末次一子さん（丹後町）が案内し、現地の特徴や
ガイド活動の状況を説明。審査員の専門的な質問にも丁寧に対
応しました。また、旅館女将の池田香代子さん（丹後町）は、漁

大
成
古
墳
で
審
査
員
に

説
明
す
る
末
次
一
子
さ
ん

船を活用した遊漁船「とび丸タクシー」の活動について紹介し、
審査員から「観光業者と漁業関係者とのタイアップによる模範
例である」と高い評価を得ました。視察後、兵庫県豊岡市で
行われた会見で審査員は、全体の総括として地元の盛り上がり
などについて触れ、「認定後４年間での活動の成果が確認でき
た」と話していました。
　審査の結果は、９月下旬に開かれるカナダでの第６回ジオパ
ーク世界ユネスコ会議で発表される予定です。（観光振興課）

▲発行部数 200 万部以上の中京圏の
地元新聞では、１面準トップ記事の扱い
で掲載をいただきました。「名古屋弁と
丹後弁 どえりゃー似とる 京丹後市、交
流を調査へ」の見出し。

27
　

本
紙
３
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
よ
う
に
、
先

日
、
愛
知
県
庁
で
丹
後

と
名
古
屋
地
方
の
方
言

等
の
つ
な
が
り
調
査
実

施
に
つ
い
て
の
京
丹
後
市

と
愛
知
県
と
の
合
同
記

者
会
見
を
、
大
村
愛
知

県
知
事
に
も
ご
出
席
い
た
だ
い
て
行
い
ま

し
た
。

　

私
た
ち
「
丹
後
こ
と
ば
」
で
は
、
例
え

ば
「
お
前
」「
う
ま
い
」
を
「
お
み
ゃ
ー
」「
う

み
ゃ
ー
」
な
ど

と
言
い
ま
す
が
、

「
尾
張
・
名
古
屋

こ
と
ば
」
で
も

同
じ
よ
う
に「
お

み
ゃ
ー
」「
う
み

ゃ
ー
」
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
ま
す
。
い
ろ

ん
な
場
で
名
古
屋
・
中
京
の
皆
さ
ん
の
方

言
を
聞
く
た
び
に
、
私
た
ち
丹
後
と
あ
た

か
も
兄
弟
の
よ
う
な
、
同
じ
ハ
ダ
感
覚
に

感
じ
る
こ
と
ば
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
先
月
は
舞
鶴
若
狭
自
動

車
道
が
全
通
し
、
今
年
度
末
に
は
京
都
縦

貫
自
動
車
道
が
完
成
す
る
な
ど
、
丹
後
と

中
京
圏
と
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
大
幅
に
改

善
す
る
こ
の
時
期
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
捉

え
て
、
両
地
方
の
こ
と
ば
・
方
言
と
そ
こ

に
象
徴
さ
れ
る
文
化
的
な
背
景
、
つ
な
が

り
を
、
ご
見
識
の
深
い
糸
井
先
生
を
中
心

に
総
合
的
に
調
査
を
し
、
今
後
、
懐
か
し

い
友
人
、
親
戚
・
兄
弟
の
よ
う
に
様
々
な

分
野
で
よ
り
一
層
交
流
を
進
め
る
大
切
な

き
っ
か
け
、
き
ず
な
に
し
て
い
き
た
い
と

企
画
を
し
た
も
の
で
す
。

　
「
こ
と
ば
」
は
何
と
言
っ
て
も
交
流
の
基

盤
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
根
っ

こ
に
は
文
化
的
な
背
景
が
た
く
さ
ん
つ
ま

っ
て
お
り
、
地
域
が
離
れ
て
い
る
の
に
似

て
い
る
と
い
う
の
は
と
て
も
不
思
議
だ
し
、

そ
れ
ゆ
え
に
も
歴
史
的
・
文
化
的
な
き
ず

な
を
深
く
も
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

名
古
屋
市
約
２
３
０
万
人
、
愛
知
県
約

７
４
０
万
人
を
は
じ
め
著
大
な
人
口
圏
域
の

皆
さ
ん
と
の
懐
か
し
い
友
人
同
士
の
よ
う
な

交
流
を
育
く
ん
で
い
く
こ
と
は
、
楽
し
み
と

可
能
性
に
尽
き
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
ま
ず
も

っ
て
丹
後
地
域
と
丹
後
こ
と
ば
の
存
在
自
体

を
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
中
京
圏
域
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く
願

い
、
と
て
も
大
切
な
本
市
地
元
の
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
も
い
た

だ
い
て
、
愛
知

県
庁
に
出
向
い

て
調
査
開
始
の

記
者
会
見
を
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
と
て

も
嬉
し
い
こ
と
に
、
大
村
愛
知
県
知
事
及
び

県
教
育
委
員
会
の
全
面
的
ご
支
援
を
い
た
だ

く
ほ
か
、
名
古
屋
・
中
京
圏
域
の
皆
さ
ん
の

ご
関
心
も
と
て
も
高
く
、
中
京
圏
域
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
で
も
大
変
大
き
く
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

名
古
屋
こ
と
ば
の
使
い
手
で
知
ら
れ
る

河
村
名
古
屋
市
長
か
ら
も
「
似
と
る
の
は
、

ど
え
り
ゃ
あ
お
も
し
れ
え
。
い
っ
ぺ
ん
い
っ

て
み
て
ゃ
あ
。」
と
も
言
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
と
ば
の
き
ず
な
の
謎
を
ひ
も
解
く

こ
と
で
互
い
の
関
心
を
ま
す
ま
す
高
め
、
新

し
い
交
通
環
境
の
中
で
、
相
互
の
交
流
が
多

方
面
で
促
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

い
よ
い
よ
、名
古
屋・中
京
圏
域
と
の
本
格
交
流
へ
！

　
「
丹
後
こ
と
ば
」と「
名
古
屋
こ
と
ば
」
と
の
つ
な
が
り
調
査
、

　
中
京
圏
域
で
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！



9月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
31 9/1 ２ 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 10/1 2 3 4今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

■「かわいいむしのえほん」シリーズ

　『かぶとむしのぶんちゃん』や『とんぼのあか
ねちゃん』など、虫

むし

たちがいっぱいの絵
え

本
ほん

シリ
ーズ。楽

たの

しいおはなしのなかで、図
ず

鑑
かん

のように
生
い

き物
もの

の生
せい

態
たい

を教
おし

えてくれています。

高家 博成・仲川 道子／作　偕成社

『かぶとむしのぶんちゃん』 『とんぼのあかねちゃん』

　100 歳の現役スイマー、
長岡三重子さん。80 歳から
水泳を始め、100 歳になっ
た今、念願の1500㍍を完泳。
世界記録もたくさん持つ長
岡さんの挑戦はまだまだ続
きます。

　長岡さん自作の俳句　
「百すぎて 熱と力で 希望の丘へ」
（この本は少し大きめの活字で印刷されています）

■私は、100 歳　世界最高の現役スイマー
長岡 三重子／著　学芸出版社

『虫博士の育ち方 仕事の仕方』
　　　生き物と遊ぶ心を伝えたい

　子どもの頃から 1000 種近い昆虫
や生き物に触れてきた高家さん。生き
物とどんなふうに関わり、観察してき
たのか、これまでの仕事を振り返りま
す。丹後での生活なども紹介されてい
ます。

高家 博成／文
中山 れいこ／編集・解説

本の泉社 

消
防
士
か
ら
消
火
器
の
使
い
方
を
教
わ
る
参
加

者
た
ち

黒
部
小
の
児
童
が
手
作
り
し

た
紙
芝
居
の
上
演

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組

「たんご・モーニング・サンド！」（7：００～８：
58）を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演

　平年と比べ曇りが多い今年の夏。貴
重な晴れの夜、空には天の川とともに満
天の星空が輝いていますね～。
　そこで！星かと思いきや動いている物
体！「何あれ、ＵＦＯ？」って思ったこ
とありませんか？ＵＦＯなら話題になり
ますが、ではなくＮＡＳＡの国際宇宙ス
テーション（ＩＳＳ）です。地球を時速
28800㌔のスピードで飛行しているそ
うです。
　このＩＳＳが8月、ＵＦＯ以上にここ
京丹後で話題になりましたね。8月6日
に行われた網野北小学校の児童とＩＳＳ
との交信です。京丹後市アマチュア無
線災害ボランティアが主催し、関係機
関の協力を得て行われたものです。北
近畿では初となるこのプロジェクト、私
は3つのことに注目しました！①地上か
ら400㌔も離れた宇宙のＩＳＳと無線で
つながるのかということ。②交信する宇
宙飛行士が外国の方なので、児童たち

は英語で会話をするということ。③交信
はＩＳＳが網野北小上空を飛行している
10分間と限られていること。一発勝負
の10分間に、会場の体育館はかなりの
熱気と緊張感に包まれました。
　そして、ついにやって来ました交信開
始の19時 25分 43秒。こちらの呼び
掛けに応じてＩＳＳのワイズマン宇宙飛
行士の声が会場に響き渡ります。「やっ
た～」と感動に浸るのもつかの間、制限
時間は10分間！今回選ばれた23人の
児童が次々に流暢な英語で質問してい
きます。ワイズマンさんもリズムよく答
えていきます。そして、23番目の児童

の質問にもはっきり答えられ、ワイズマ
ンさんは再び遠い宇宙の彼方へ…。直
後、「大成功で～す！」と大きな拍手が
沸き起こり、喜びに包まれる一方、児童
たちは汗びっしょりになりながらも、ま
だ実感がないのか放心状態…。でもイ
ンタビューには「感動した」「自慢できる」
と答えていましたよ。
　この日はお天気が悪く、交信中上空を
飛んでいるＩＳＳを見ることはできませ
んでしたが、今回のプロジェクトをきっ
かけに「僕（私）もいつかは…」と空を
見上げる子どもたちが増えるといいです
ね（＾^ ）

たんご 遊優宮川優の 見聞録

夏の思い出  19 時 25 分 43 秒

                       　　　　
京丹後市からのお知らせ　

　月～金　7：53 ～ 7：58、16：54 ～ 16：59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒ Check

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

10/26日
 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 一般…前売り 3,000 円

　 高校生以下…前売り1,500 円
　 ※宝くじの助成による特別料金です。
　 ※未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200
主催 / 京丹後市・京丹後市教育委員会・（公財）京都府
丹後文化事業団・京都府・（一財）自治総合センター

宝くじ文化公演
 大阪交響楽団名曲セレクション

 開演 14：00（13：30 開場）

　高
たか

家
いえ

博
ひろ

成
しげ

さんは、1941 年生まれ大宮町出身の農学博士
で、元多摩動物公園昆虫飼育係長。幼い頃から昆虫を追い
かけ、採集飼育して過ごしてきたそうです。「子ども電話
相談室」で質問に答えるなど、子どもたちへ昆虫や生き物
の魅力を伝え続けています。また、昆虫に関する絵本や書
籍もたくさん出版されています。

 大宮町出身の著者　高家博成さん

市職員人事異動

弥栄病院看護部
永田めぐみ看護師

　退　職 ［7月31日付］京丹後市市制 10周年記念

※当日各 500 円高
〈全席指定〉

最新刊

黒部小児童手作りの紙芝居を上演 京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

nav i nav inav inav inav i nav inav i

　

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
文
化
庁

の
委
託
事
業
と
し
て
７
月
９
日
、
市

消
防
本
部
（
峰
山
町
）
で
日
本
語
教

室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
中
国
籍
の
住
民
と

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
。
消

防
職
員
に
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
指

令
室
を
見
学
後
、
１
１
９
番
通
報
の

訓
練
や
煙
体
験
、
消
火
器
を
使
っ
た

消
火
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
た
ち
は
、「
初
め
て
の
こ
と
ば
か

り
で
い
い
経
験
に
な
っ
た
」「
通
報
時

の
『
お
子
様
』
な
ど
丁
寧
な
表
現
は

分
か
り
に
く
い
。
ゆ
っ
く
り
簡
単
な

日
本
語
で
話
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

市内在住外国人が消防署で訓練

　大宮図書室は８月３日、夏のおはな
し会（協力：朗読ボランティア手をつ
なごう）を開催しました。
　参加者たちは、昨年、黒部小学校
の児童が手作りした紙芝居『イカは
作って食え』やパネルシアターの上演
にじっくりと聞き入っていました。

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
9 月 12 日（金）当日消印有効。当選者の発表は 10
月号のこのコーナーで。

◆8月号の答え
問１…７　問２…楽歩里　問３…バイオマス

◆8月号当選者
鴨田聡子さん（大宮町）、稲垣ちゑさん（久美浜町）、藤
本優也さん（久美浜町）、岡本カツ子さん（峰山町）、今
井善四郎さん（網野町）
応募総数 29人、全員正解でした。ご応募ありがとうございま
した。

問１ 府北部５市２町で「○フェスタ」開催
問２ 新たに「○路線」でデマンドバス運行
問３ 網野北小児童が「国際○○ステーション」と交信

広報クイズ

チケット
好評
発売中

2223 2014.09 2014.09
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振り込め詐欺にだまされないで!!

▶
父
の
田
中
博
さ
ん
が
製
作
し
た
ヴ
ァ

　
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ
ロ
を
紹
介
す
る

　
田
中
千
穂
さ
ん

53

NPO 法人音楽のまちづくり 代表

田
た

中
な か

 千
ち

穂
ほ

 さん（55）　　　　　　　　　  
峰山町菅

  

丹
後
に
届
け
た
い

　
　
　
　
　“
本な

物ま

の
音
”

　
「
心
に
染
み
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
も
っ
と
身

近
に
」
ー
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、「
N
P
O
法
人

音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
設
立
し
た
田
中
千
穂

さ
ん
（
55
）。
都
市
部
に
比
べ
、
芸
術
鑑
賞
の
機

会
が
多
く
な
い
丹
後
地
域
で
、
一
流
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
招し

ょ
う
へ
い聘
し
た
巡
回
コ
ン
サ
ー
ト
や
図
書
館
で

の
朗
読
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
続
け
て
い
る
。

♦　
　
　
　
♦　
　
　
　
♦

　
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
聴
か
な
い
日
は
な
い
」
と
言
う
ほ

ど
音
楽
好
き
の
田
中
さ
ん
。「
楽
器
の
素
材
か
ら
出
る

飾
ら
な
い
“
本な

物ま

の
音
”
は
魂
を
振
る
わ
せ
る
」
と

生
演
奏
の
魅
力
を
語
る
。

　
昭
和
20
年
代
、
峰
山
町
に
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
工
場

が
立
ち
並
び
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
西
洋
音
楽
と
弦

楽
器
が
普
及
。
最
盛
期
に
は
“
奥
丹
の
特
殊
産
業
”

と
言
わ
れ
、
世
界
に
名
を
馳
せ
た
弦
楽
器
製
作
者
を

数
人
排
出
し
た
歴
史
が
あ
る
。
田
中
さ
ん
の
父
・
博

さ
ん
も
そ
の
一
人
。
東
京
に
工
房
を
設
け
、
N
H
K

交
響
楽
団
（
N
響
）
顧
問
の
ほ
か
、
東
洋
人
で
初
め

て
弦
楽
器
製
作
者
の
国
際
会
議
の
メ
ン
バ
ー
を
務
め

る
な
ど
、
世
界
的
に
有
名

だ
っ
た
。
工
房
に
は
、
毎
日

の
よ
う
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

訪
れ
、
世
界
の
名
器
「
ス

ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ
ス
」や「
ガ

ル
エ
リ
」
の
修
理
を
頼
ま
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
ん
な
父
の
も
と
で
、

日
々
弦
楽
器
の
音
に
触
れ
な
が
ら
育
っ
た
田
中
さ
ん
。

自
身
は
そ
の
道
に
進
ま
な
か
っ
た
が
、
音
楽
へ
の
思

い
は
熱
い
。
1
9
9
0
年
に
博
さ
ん
が
亡
く
な
り
、

遺
品
の
楽
器
や
音
楽
資
料
を
見
て
「
父
の
郷
里
で
弦

楽
器
の
魅
力
を
伝
え
、
音
楽
文
化
を
普
及
さ
せ
た
い
」

と
同
年
、
峰
山
町
へ
の
移
住
を
決
意
し
た
。

　

法
人
設
立
は
2
0
0
6
年
。
N
響
の
メ
ン
バ
ー

を
招
い
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
り
、
博
さ
ん
の
遺

品
を
展
示
し
た
り
と
手
探
り
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。

「
最
初
の
３
年
間
は
ど
う
や
っ
て
運
営
し
て
い
く
べ
き

か
分
か
ら
ず
、暗
い
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
い
る
よ
う
だ
っ

た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。
知
り
合
い
が
少
な
く
、

法
人
の
認
知
度
も
低
か
っ
た
た
め
、
事
業
を
企
画
し

て
持
ち
込
ん
で
も
断
ら
れ
る
な
ど
挫
折
を
味
わ
っ
た
。

　
活
動
が
軌
道
に
乗
っ
た
の
は
４
年
目
。
府
か
ら
事

業
委
託
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
図
書
館
で
の
朗
読

コ
ン
サ
ー
ト
の
ほ
か
、
幼
稚
園
や
小
学
校
、
障
害
者

施
設
、
老
人
ホ
ー
ム
で
の
巡
回
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

す
る
な
ど
、
活
動
の
幅
が
広
が
っ
た
。
2
0
1
2
年

に
は
、
同
法
人
の
呼
び
掛
け
に
よ
り
、
吉
原
小
学
校

（
峰
山
町
）
に
、
公
立
校
で
は
珍
し
い
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ク
ラ
ブ
を
創
設
さ
せ
、
現
在
も
、
指
導
者
の
手
配
な

ど
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
務
め
て
い
る
。「
教
育
や
福

祉
な
ど
、
異
分
野
と
の
連
携
で
音
楽
事
業
の
可
能
性

を
見
い
だ
せ
た
」
と
胸
を
張
る
田
中
さ
ん
。
自
宅
に

飾
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
感
謝
状
を
見
て
、「
一
生
の

宝
物
で
す
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

　
「
私
の
使
命
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
本な

物ま

の
音
に
親

し
め
る
環
境
を
つ
く
り
、
担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と
。

丹
後
を
音
楽
の
息
づ
く
ま
ち
に
し
た
い
」
―
。

　
◆
法
人
設
立
８
周
年
を
記
念
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
「
ゲ
オ
ル
ギ
ア

カ
ル
テ
ッ
ト
～
丹
後
ゆ
か
り
の
弦
楽
器
使
用
～
」
は
９
月
13
日

14
時
か
ら
、大
宮
ふ
れ
あ
い
工
房
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
、

N
P
O
法
人
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
（
☎
62 

－ 
５
９
９
４
）。

▶
弦
楽
器
製
作
に
励
む

若
き
日
の
田
中
博
さ
ん

男　  28,262 人（－ 4）
女　 30,502 人 （＋13）
計 　  58,764 人（＋ 9）
世帯数 22,681 世帯 （＋ 7）
8 月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数 「
あ
つ
て
え
り
ゃ
あ
け
ど
、
う

み
ゃ
あ
も
ん
で
も
食
っ
て
、
き
ば

ろ
う
き
ゃ
あ
」。
こ
れ
は
、
普
段

使
っ
て
い
る
言
葉
で
す
が
、
私
た

ち
の
地
域
に
は
、『
丹
後
弁
』
と

い
う
方
言
が
あ
り
ま
す
。「
み
ゃ

あ
」
や
「
き
ゃ
あ
」
な
ど
の
言
い

回
し
が
名
古
屋
弁
に
似
て
い
る

と
の
話
か
ら
、
そ
の
関
連
性
に

つ
い
て
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に

調
査
（
本
号
３
㌻
）
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
直
線

距
離
、
約
１
７
５
ｋ
ｍ
。
言
葉

の
ル
ー
ツ
を
ひ
も
解
く
こ
と
で
、

新
た
な
文
化
や
交
流
の
様
子
が

分
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
▼
全

国
に
は
、
そ
の
地
域
独
特
の
言
葉

が
あ
り
、
住
む
人
た
ち
に
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人
。

先
日
、
盆
に
帰
省
し
た
幼
な
じ

み
の
第
一
声
が
、「
や
っ
ぱ
り
丹

後
弁
は
落
ち
着
く
わ
」
で
し
た
。

私
は
何
故
だ
か
ニ
ン
マ
リ
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
本
調
査
が
、
改

め
て
言
葉
と
い
う
身
近
で
大
切

な
文
化
を
考
え
る
機
会
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
／
樹

発
行

／
京

丹
後

市
役

所
　

編
集

／
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広
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